



















あるともいえるだろう O ここに本研究が、「英語科の教員」、「第二言語習得学 (Second





※青森公立大学 ※Salem International University 
2. Research Design 
昨今の第二言語習得学 (SecondLanguage Acquisition)の研究領域は、長足の進歩をとげ


















IIntegrative MotivationJ (統合志向型動機)と IInstrumentalMotivationJ (道具主義的動機)
の二つ (Gardner& Lambert 1959)を使用した。二種類日は、異文化問マネジメント能力の




















































これらのItemsへの反応は、 Likertの7-Point Scale'こよって測定された。 1:強く不同意、












Table 2 Means， standard deviations， correlation & reliabilities of indices 
(n=99) 
Mean S.D. Y] X] X2 X:l X4 Xs 
Y] 370.85 53.04 
X] 4.21 1.22 .27 [.78] 
X2 4.41 1.15 .04 28 [.75] 
X:l 2.81 1.09 一.24 -.29 .01 [.831 
X4 2.70 0.84 一.23 一.05 .28 .37 [.85] 
Xs 5.59 l.22 .20 一.00 一.02 一.09 一.14 [.751 
(n=92) 
Mean S.D. Y2 X] X2 X:l X4 X丹
Y2 20.44 60.0 
X] 4.23 1.22 .22 [.76] 
X2 4.41 l.15 .03 .28 [.78] 
X:l 2.81 1.09 .02 -.29 .01 [.85] 
X4 2.70 0.84 .03 一.05 .28 .36 [ .85] 







たものはX] (Integrative Motivation)のみで、あった。 6段階で判定されたこの動機の度合いが
一段階上がるごとにTOEICの点数が11点向上していることがここでは読みとれる。他の4つの
独立変数は統計学的には有意と判断されなかったが、 X4 (Ethnocentrism)は注目に値しよう O
これはStandardError値 (7.8)が高かったため統計学的有意性がでてこなかったが、 Table3
にもみられるように、 Y]とX4の負の相関係数 (r=一.23)からも、 X4(Ethnocentrism)の度合
いが高くなるにつれて、 TOEICの点数が下がることはありえるかもしれない。この点は








Intercept 316 (45.21) -70.8 (42.6) 
X] :(Integrative Motivation) 1l.2 (5.1) * 1l.2(4.9) * 
X2:(lnstrumental Motivation) 1.6 (5.4) -2.1 (5.5) 
X3:(Avoidance) -5.6 (6.0) 3.9 (6.0) 
X4: (Ethnocentrism) 一11.3(7.8) 3.9 (7.6) 
Xs:(Ethnorelativism) 8.4 (4.7) 5.8 (4.5) 
R2 .15 .08 
F 3.46 ** 1.46 
*pく.05，** Pく.01 ()内の数値は、 Standard Error値O
つO
次にY2のモデルについてみてみよう O ここでもY]についてのモデルと同じように、 5つの




Integrative Motivation (統合志向的動機)とInstrumentalMotivation (道具主義的動機)
についての幾多の研究によれば、これらの独立変数においては、「サンプルと状況により様々
な結果がでる」と議論されている (Lukmani1972， Chihara & Oller 1978， England 1982， 




促進されるとするモデル)やGardner(1979， 1980， 1985， 1988)が示唆したSocioeucational
Model (Integrative Motivationの優位'性を説くモデル)の議論を支持するものである O また
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